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「プラナリアの新しい餌(2)」 

お茶の水女子大学附属小学校 田中 千尋 

 
ローソン 100 で見つけたのは「愛犬用・ビーフジャー

キー角切り」という商品だ。100g 入りで 108 円であ

る。「やわらかタイプ」と書いてあるので、袋の上か

ら触ってみたら、切る前のベーコンぐらいの硬さだ。 

 
 中には、１cm 角ぐらいに切った、これもまたベー

コンのような肉キューブがたくさん入っている。いか

にも小型犬が喜びそうな「ちょいあげ餌」である。 

 

 原材料（特に塩分添加の有無）が気になったので、

裏書もよく読んでみることにした。 

 
 まず驚いたのが、賞味期限の長さである。犬用なの

に「賞味」もおかしいが、何と約 1 年 3 か月後の 2018
年 4 月となっている。「株式会社・友人」なんて聞い

たこともない企業だ。 

 
 気になる「原材料名」には、「鶏肉、牛肉」とあり、

あとは、いろいろな添加物や保存料が使われている。

やはり動物用なので、食塩は添加されていない。開封

前なら常温保存が可能、開封後も密封冷蔵しておけば、

相当持ちそうだ。「愛犬用おやつ」というのが面白い。 
 もし、これがプラナリアの餌として使えれば、かな

り理想的なものと言える。私はさっそく１袋買った。

この餌の他にも、コロッケ、カレーパン、カット野菜、

やきそばパン等も買った。ただしこれは、プラナリア

用ではなく、私の食事用である。 


